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Abstract

October 1969, the authors made an epidemiological survey on paragonimiasis
among residents of Hata District, Kochi Prefecture. On 2349 general inhabitants
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including the students of primary schools and junior high schools, intradermal test
was carried out combining stool examination, chest X-ray photographying and some
anamnesis studies. Incidence of metacercaria was also examined on the fresh water

crabs, Eriockeir japonicus, which were collected from rivers through these areas.
The skin test using VBS paragonimus antigen revealed positive in 13.3 per cent

of the inhabitants examined. The positive rate was generally higher in mountainous

resions located along the upper reaches of the Shimanto River, especially in a small

community, Honmura, the highest rate was obtained as much as 27.6 per cent. The
rate and intensity of the reaction tend to increase with age showing its peak at the
group of 50 years of age.

According to the stool examination, 22.5 per cent of 1726 persons were positive
for Metagonimus yokogawai, indicating a high incidence of the parasite among the
inhabitants in these areas. Paragonimus ova was detected in only 7 individuals, 1.9

per cent of 365 persons showing positive skin reaction. In the present survey, the
rate of demotstrating ova from the test positive group was very low compared to
that in the other endemic areas. On the other hand, abnormal chest X-ray findings

suggesting paragonimus infection were frequently observed as in 18.6 per cent of
the inhabitants having positive skin reaction. Metagonimus eggs were widely
detected among the inhabitant without regard of intensity of the skin reaction. For
instance, the eggs were demonstrated in 23.3 per cent among the test negative

and in 26.0 per cent among the positives. Moreover, the frequency distribution of
intensity of the reaction in the carriers group showed a similar pattern in that of
healthy group. Therefore, it can be said that no positive reaction in these areas may

be attributable to metagonimus infection.

Metacercariae were demonstrated in 31.3 per cent of 166 crabs totally, however
there was found a great difference in the incidence varing from 10.3 per cent to
83.3 per cent according to the localities collecting crabs. Generally speaking, it was
highes at upper reaches of the river and lower in the parts of down stream.
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肺吸虫感染はフィラリア症の如く病原体を伝搬する

Vect0rの侵襲に依り受動的に起るものでなく，宿主

側からの能動的，積極的なVect0r（モクズガニ）へ

の接触により成立L）更にそこに生活する住民の自然

環境や食習慣など感染成立に必要な要因が考えられ

る．従ってその流行，分布状況も山間部の河川地域に

局在してみられる場合が多い，

ウェステルマン肺吸虫症は本邦に広く分布し，なか

でも高知県は濃厚浸控地とLて知られ，三浦（1952〕，

坂本（1957）などの調査報告をはじ軌　今日まで各種

の検索が行われて来ている，然し乍ら，本県でも濃厚

な流行地の一つと思われる幡多郡（四万十川流域）に

於ける本症の詳細な実態調査報告は殆んどない・著者

らは1969年10月20日から30日までの11日間にわたり幡

多郡のいくつかの地域を選定し，その小・中・高生徒

および一般住民を対象にVBS抗原を用いた皮内反

応，胸部レ線検杏（6×6cm〕，虫卵検索（集卵法），

血清学的検査など総合的調査を行うと共に肺吸出の第

二中間宿主であるモクズガニ　o動fOC見e孟rブa即相加s）

のメタセルカリア保有状況を調べ，住民のカニ食用習

緒　　　　　　　　　昌
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慣などについてもアンケート調査を行った・本報では

特に皮内反応の成績を中心にその疫学的立場から整理

調　　査

1．調査対象

幡多郡は第1図に示す様に高知県の西南部に僻在し

愛媛県との県境に位置する山間僻地である．尚，本部

では県下随一を誇る四万十川が1O0km以上にわたっ

て貫流し　更に吉野Jル　黒尊川，目黒川，藤の川など

の主要な諸河川が四万十川に流れ込んでいる・一方，

ここで豊富に取れるアユ，モクズガニが集落住民の貴

重な蛋白質源とLて食膳に供されていることが想像さ

れる．本郡は7つの町村から成るが今回は西土佐村を

中心に十和村，大正町の3町村を対象とし　その小学

生（8校）612名，中学生（13校）1，219名，高校生

大　　助　　他

して報告する．

方　　法

（1校）146名および一般成人372名，総計2，349名に

ついて調査を行った．

2・皮内反応

皮内反応抗原は予研作製のVBS肺吸虫抗原を使用

Lた，反応術式および判定方法は観川ら（1959）の方

法に従って行った，即ち，左前脾屈側部にツベルクリ

ン注射器を用いて直径3～4mm径の膨疹が出来るよ

うに抗原液を皮内注射しその直後と15分後の2回膨

疹の従墳径を計測，その平均値を出L，その差を求め

て腫脹差とする，腫脹差が5mm以上のものを陽性

（＋），4mmを擬陽性（±），3mm以下を陰性（R）

ig. 1 Showing the situation of surveyed area,Hata District
@ : Nishitosa Village, Ö : Towa Village, © : Taisyo-cho

///// : Place of collecting crabs
à",Ö : Schools and communities

1 :Gontani, 2 :Honmura, 3 :Kuchiyanai, 4 :Okuyanai, 5 :Tsunokawa,
6 : Omiya, 7 : Egawasaki, 8 : Fujinokawa, 9 : Tokawa, 10 : Syowa,

ll : Taisyo, 12: Onaro, 13: Shimotsui, 14 :Kitanokawa, 15 :Utsuikawa.
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レ線撮影は6x6cm板を使用し　対象とLて小・

中・高の生徒は皮内反応で擬陽性以上を星Lた者，一

般性民は全員に実施した，

5．メタセルカリア検索

各河川別にモクズガニを採集し　宙ちに現地で雌雄

を判別複版に寄生するメタセルカリアを検索Lた靡　然

L，時期的に遅すぎた為多くのカニを採集出来ずその

成績を検討するには不十分であ誓た・

とLて判定Lた・

3・虫卵検査

虫卵検索は糞便を材料として0．5タ左ライボンF・エ

Mテルを用いた隼卵法によt）検索Lた．糞便は現地で

の凋杏が終了する2日前に回収L，実験室に持ち帰り

処理Lたので，1回だけの検査成績である．札　検便

は全被検老を対象とLて実施Lた．

4．東棟撮影

調　　査　　成　　績

A）皮内反応

1・地区別成績

対象となった小．中・高校生及び一般住民2，349名

について肺吸虫皮内反応を実施Lた・そ町成績せ示L

たのが第1末である．3先づ，学校生徒を対象に町村別

にみると陽性率および擬陽性を含めた陽性群率は夫々

西土佐村12・2％，2031％，十和村1o・2‰　主5．9％，大

uE町7．8％，14・0％rとなり一般にきわめて高い陽性率

がみられる．ニとに西土佐村が最も高い陽性率を示L

ている．更に学校別にみると，いずれの町村にも夫

々陽性率の高低がみられ，特に西土佐村o高校生徒を

含む）の江川崎16．9％，奥屋内19．4‰　十和村の昭

和18．6％の各小中学校の生徒で高率を示し　これに対

し西土佐村の大官4．6％亨　十和村の十川5．3％，大正町

Tal）1el．Results0f skin test frominhabitants of Hata District

1）Schoolpupils

Village Com叩unity N0．of exam．

Nishito5a

H0nmura

Egawasaki

Fujinokawa

Tsunokawa

Omiya

Kuchiyanai

Okuyanai

T0tal

92

307

133

170

174

139

129

1144

十　　（箱〕　　士　　　T0tal o％♂）

11（12．o）　　4　　15　ol軋3≠）

≡三　二二三，二　二三　〒三三

17（ノ10・O）　　9　　　26（15．3）

8　o　4．6）　　9　　17（9．郎

14　olO．1）　　8　　　22（15・8）

25（19．4）　　21　　46　o35．7）

139（可12．2）　91　23O o2o．1）

116　　　　　　11（9・5）　　8　　19（1臥4）

189　　　　　　2O（10．6）　17　　　37（19・6）

86　　　　　　　0　　　　　　　2　　　2（2・3）

31　　　　　　3（9・7）　　0　　　3（9・7ニー

27　　　　　　1（3′7〕　1　　2　oご　7．4）

449　　　　　　35（7．呂）　28　　　63　∈14．恥

140　　　　　　26（18．6）　15　　　41o29．31

244　　　　　　13（小　5．3u〕　　7　　　2O（8・2）

384　　　　　　39　ol0．2）　22　　　61（15．9）

1977　　　　　　213　ol0・8′）141　　354（17・9）

Kitan0kawa

Taisy5

0naro

Shimotsui

Utsuikawa

Total

Taisyo

T白wa

Sydwa

T6kawa

T。tal

Grand total
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2）Generalinhabitant5

Village

Nishitosa

Community

Okuyanai

Kuchiyanai

Honmura

Gontani

Total

No．of exam．　　十　　（％）　　土　　　T0tal o％）

2O4

261

228

179

872

37（18，1）　　23　　　60（29．4）

46（17・6）　　20　　　66（25．3）

63（27，6）　14　　　77（33．8）

18（1o．1）　12　　　3o（16．8）

164（18．8）　　69　　233（26．7）

Table2．Incidence0f parag0nimus metacercariain Crabs and p0Sitive rate of skin

reacti0n0f Pupilslivingin area5Where crabs were collected

L0Cality

Shimant0River

upper　5tream

mid・Stream

d0Wn Stream

Fujino River

Megur0River

KurOSon River

Y0Shino River

Metacercaiain crab5

No・0f exam．＋　（％）Number／crat〕

31

52

39

12

8

19

5

18　（58．1）

11（21・2）

4　（10．3）

1O　（83・3）

4　（5o．O）

4　（21．1）

1（2o．o）

52　（31．3）

の大栗路o％，打井川3．7％の各小中学校の生徒集団

では低い陽性率を示している．この様に学童の皮内反

応陽性率は居住地により大きな差異が認められる．次

に西土佐村の4部落の一般住民を対象に行った成績で

は学童に比して高く，平均陽性率18．8％，東陽性を含

めると26．7鬼－に達する．更にこまかく部落別にみると

本村部落が夫々2736％，33．8％で最も高い・この部落

は人口約3o0名からなり西土佐村に於て四万十川本流

の上流域に位置し　江川崎から比較的近い位置に存在

する。奥屋内部落が18．1％，29．4％でこれに次ぎ，権

谷部落は陽性率1o．1％で最も低い．これは学校区別で

みた小中学生の成績と概ね一致する．

2．河川別成績

西土佐村の小中学生の居住地を下記の如く河川別に

わけ，その皮内反応の成績をみたのが第2表である．

四万十川上流地域は吉野川合流点である江川崎より上

流の地域で本村，川崎，中組，半家，押谷，権谷など

の部落が含まれ，中流地域は目黒川，藤の川が本流へ

合流する津の川部落を中心に橘，用井の部落，また下

5．7

1．3

1．5

5．2

2．0

2．0

1・O

256　　38（14．8）18　　56（21．9）

12o　12（10，0）　5　17（14．2）

113　　8（7．1）　8　16（14・2）

126　12（9・5）　2o　　32（25．9）

161　　9（5．6）　8　17（1o・6）

172　　26（15．1）　25　　51（29．7）

36　　6（16．7）　5　11（3O．6）

984　111（11．3）　89　2oo（2o・3）

流地域では男尊川が本流へ合流する口屋内部落を中心

に中半，岩間などの各部落が含まれる．又，吉野川流

域は方の川，西ヶ方，下方の各部落，目黒川流域は拝

賀，戟ケ市，須崎，大宮の各部落が含まれ，特に吉野

川は愛媛県でも本症の流行地とされている松野町を経

て西土佐村に流れこんでいる．更に黒尊川流域には奥

屋内，玖木の部落が含まれる・この成績をみると四万

十川本流の上流から下流に従って皮内反応の陽性率も

14．8％から7．1％へと低下がみられ上流地域での浸控

が濃厚である懐向が窺える．一方，四万十川の支流で

は吉野川流域16．7％，黒尊川流域1531％が高い陽性率

を示Lた．この両河川流域の部落は西土佐村でも最も

谷深い山村集落であり，殊に吉野川は愛媛県でも本症

の流行地とされている松野町を経て流れ込んでいる．

更に第2表はモクズガニに寄生するメタセルカリアの

寄生状況について調査Lた成績を示Lた・四万十川本

流以外の河川で採取されたカニ数が少ないため，その

地域学童の皮内反応との関係はわからないが，四万十

川に閑Lては上流でメタセルカリアの感染率が58．1％

片　　棒　　大　　助　　他

Skin test of residents

No．of exam．＋（％）　土　TOtal（％）

166　　　　52　（31．3）　　3・7Total
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で最も高く，中流（21．2鬼－），下流（1o．3‰）の順と

なり，晴々皮内反応陽性率と一致する傾向が観察され

る・

3．年代別および性別成績

皮内反応の成績を全被横着について年代別にわけて

検討Lてみると第3真に示す様にその陽性率は小学生

8．5％（擬陽性を含めて16，O％），中学生11．3％（1呂，4

％），高校生17．1％（21．9％），一般成人26，郎c（3431

％）と高年令層に高い傾向がみられる，西土佐村の材

料について更に細かく年令順にその陽性率の推移をみ

ると第2図に示す様に年令と共にその率は上昇L，50

才代で最高（41．8％）を示している0　60才ではわず

かに低下の傾向があるが一般に居住年歴が古い程陽性

反応を望するものが増加している．ニの関係を各部落

別にみると囲に示していないが，年令推移のパターン

が集団により異なっていることが窺われる．一方，性

別で比較してみると男20．9鬼√，女2o．0％で殆んど有意

の差は認められないが，各年令層とも男性の反応陽性

率が女性のそれを上っている・

4．反応の強さ

西土佐村の一般住民を対象に反応の強さについてみ

こ3333サえ二：
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5　　1o　　　20　　30　　　40　　　50　　　6o

，　　　e J　　　～　　　　～　　　　イ　　　　ノ

9　　1g　　　29　　39　　　49　　　59

Age groups

Fig．2　Gradati0n0f the poSitive rate

of skin test with age

Table33　ComParisO）n0f pGSitive rate of skin reaction by age and sex

Primary

Sch0ol

Junior high

SchoOl

Senior high

SChool

Grand total

310

302

612

616

6o3

1219

M

F

T0tal

147

225

372

1151

1198

2349

＋　（、％）　　　　＋　　　Total（先）

31　（10．0）

21　（7．0）

52　（8．5）

24

22

46

55　（17・7）

43　（14，2）

98　（16．0）

72　（11，7）　　　　42　　114　（18．5）

64　（10・6）　　　　46　　　110　（18・2）

136　（11・3〕　　　　88　　　224　（18・4）

14　（18．0）

11　（16・2）

25　（17．1）

40　（27．2）

59　（26，2）

99　（26．6）

157　（13．6）

155　（12．9）

312　（13・3）

4　　　18　（23．1〕

3　　　14　（2O．6）

7　　　　32　（21・9）

14　　　　54　（36．7）

14　　　　73　（32，4）

28　　　128　（34．1）

84　　　241　（2O．9）

85　　　24O　（20．o）

169　　　481　（2o．5）

M訂e

Female

Total

M

F

T0tal

No．of exam．Sex

M

F

Total

M

F

Total

78

68

146

Adult

M

F

Total
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たのが第3図である・被換老を小学生，中学生および

成人に大別し　各群の反応の強さの度数分布曲線をみ

ると年令層が高くなるにつれて陰性反応が減少し　陽

性反応を星するものが増加していく事が窺われる．更

に性別にみると各年令層に亘って男子が女子より強い

反応を示す傾向がみられた．尚，年令別にみた反応の

強さと陽性率の推移変化は極めてよく一致する傾向が

大　　助　　他

みられる・然し乍ら，この関係を各部落集団毎に観察

すると必ずしも併行Lない事が窺える・即ち，4部落

のうち最も低い陽性率を示Lた権谷部落i・ま本村部落に

次いで強い反応平均値を示Lた・

B）検便成績

小，中学生1，482名，一般成人244名，総計1，726名

について糞便検査を行い，その成績を第4橿に示し

1）Sch001Pupi15

0　1　2　　3　4　　5　　6　7　呂　　9　1o ll12　13　14　15　16　17

Diameter of Wheal

Fig．3　Analysis of frequency distribution O：urVeS ofintensity

of skin reacti0n With age

Tal）1e4．St00lexamination for parasite egg

（mm）

Village　　　　；　Nishit0Sa T6wa Taisy0

N0．Of examined L　　　8’39（％）　　345（％）　298（％）

Nishit0Sa

（Adult）

244（％） 1726（％）

Paragonimus

Metagonimus

Trichur・is

Ascaris

Hook worm

other helminths

5（0・6）　　o

123（14・7）　122（35・4）

46（5．5）　11（3．2）

8（1．o）　　4（1．2）

1（0．1）　　0

2（o・2）　　0

1（o．3）

49（16，4）

13（4．4）

2（o．7）

1（o・3）

1（o．3）

1（o．4）

94（38－5）

21（8・6）

4（1．6）

1（0．4）

1（o・4）

185（22，1）　137（39．7）　67（22・5）　　　122（5o．0）

7（o．4）

388（22．5）

91（5．3）

18（1．o）

3（o．2）

4（o．2）

511（29．6）

Note：Paragonimus ova was detectedinonly7individuals，1．9％of365persons sh0wing
positive skin reactionin stoolexamination．
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2）Generalinhabitantsin Nishitosa Village

C0mmunity H。nmura Gontani

N03　0f examined　　　　144（％）　　128（鳥）

Parag0nimus

Metag0nimus

Trichuris

Ascari5

H00k worm

other helminths

Total

2（1．4ノ）　　　o

58（40．3）　　33（25．8⊥）

5（3．5）　　　8（－6，3）

O l（038）

0　　　　　　　　　0

1（0・7二）　　　O

一．

Kuchlyana1　　0kuyanai．　Tota1

166、％う　　121（％ノ　　′　　556　e％）

2（1・2、ぅ　　　1（二u0．釦

50o3o31〕　　15（12．4）

14（J針4ノ　　　20（16．5J

l（0，6）　　　6o5．0）

2（1．2）　　　0

0　　　　　　　　（）

5し㍉0．9）

156o27．9．）

47　r　8．4⊥二）

8　ol．4）

2（0．4）

1（O．2）

66o4538）　　42o32．呂）　　69（41．郎　　　38（34．7）　⊆　　219（39．2）

た・寄生虫卵を証明したものが総計511名で29，6％に

当る．そ町内訳はAscaris18名（1．0％），Trichuris

91名（5．3％），Hook worm　3名（0．2％）更に

朋如g餓すm弘s，√OたOga棚a壬町感染が388名（22．5％）と

著明に高率であった，乱　その他に黄緑虫，焼虫，

柑線虫など計4例が検出された．一方，肺吸出卵が検

出された7名（o．4鬼ノ）のうち6名は小中学生で，u一

般成人からは僅か1名が発見され　その率は極めて低

い・

西土佐村の一般住民を対象とした4落部についての

検便成經をみると，いずれの部落も横川吸虫感染の濃

厚な浸淫がみられ，特に口屋内，本村の両部落でほ夫

々30．1％，40．3％と極めて高い．ニれに比べ他の寄生

虫感染は著しく低く0，6％から8．4％である．一方，奥

屋内部落は他の3部落と多少異なり枝川吸虫感染12・4

％に比べ鞭虫感染が16．5％と高い・

C）胸部Ⅹ隷所見

胸部Ⅹ線撮影は一般成人371名，小中学生386名，

計757名を対象に行し、，その成績を第6表に示した・

Ⅹ線上何らかの異常所見を認めたものは成人で79名

（21．3％），小中学生3O名（7．8％）で，ニのうち明ら

かに肺吸虫症によると思われる所見を示Lたものは夫

々48名（12．9鬼√），25名（6・5鬼′）でありた．二わらの

陰影の種類をみると輪状影が最も多く30．1％，浸潤

軌　肪腹痛変がこれに次いで26・0‰　その他に石沢

巣，索状顛，結節儲などが観察され　殆んとすべてが

肺吸虫寄生に起慨すると考えられる．

D）検便成績，Ⅹ線所見と皮内反応の強さとの関係

上記の虫卵保有と皮内反応との関係をみたのが第5

蓑である．先づ皮内反応全被検若をその強さから陰性

（腫脹差3mm以下），擬陽性（4mm）及び陽性

Table5，RelatiOnShip between　脆tag捕imuS

yoh0節即aiinfection andintenslty　0f

Skin reaCtion

Inten5ity Metago－
of　5kin Number nimu＄　PerCent

reaCti0n　　　　　　　　0Va（＋）

705　　　　164　　　　23．3

‡　　　　　98　　　　　　29　　　　2936

’－L

＋　　175　　　42　　24・0i

26．0

Tota1　　　978　　　　　235　　　24．0

（5mm以上）の3群にわけ陰性群で7O5名中164名

（23．3％）．疑陽性群で98名中29名o29．6％），陽性群

では175名中42名（24．0鬼′）で，その検出率に有意の

某が認められない．横川吸虫卵は反応の強さに関係な

く広く高率に検出されている・

肺吸虫卵保有者の7名は度l勺反応が睨性で大輔分が

8mml以上の強い反応を示Lている．然し　皮内反応

の陽性群からの肺吸虫卵の検出された率は1・9％でき

わめて低い．

次にⅩ縁石所見者109名について皮内反応の強さと

の関係をみると，第6蓑の如く皮内反応陰性肯から

9，0％に，凝陽性で11．裏‰　夏場性群25・7％に異常所蛆

が認められ，反丑慣性のものからの出現率が高く，そ

v）特異性か窺われるが∴⊥カ　Ⅹ線上に肺槻虫症と諺

足される有所見で皮内反応が陰性のものの数が5名認

められた．

また，被検老を横川吸血卵もⅩ線所見もないものを

A群，横川吸出卵陽性者をB群，肺吸虫卵保有者とⅩ

線所見で肺吸虫症を凝わせる宙をo群として3群にわ
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T＆ble6．FrequenCy Of abn0rmalX，ray finding

amonginhabitants with specialreference

tointensity of skin reacti0n

琵芸憲Number監昌器冨al（i；ay

Sch0ol

pupils
3

＋

Total

Adults　　　＋

＋

T0tal

Total e

＋

167　　　6（3．6）

86　　　6（7．o）

133　　18（13．5）

386　　　3o（7．8）

246　　　31（12・6）

28　　　7（25．O）

97　　　41（42・3）

371　　79（21．3）

413　　　37（9．O）

114　　13（11．4）

23O　　　59（25．7）

Grand tota1757　　109（14．4）

け夫々各群の示す皮内反応の強さの度数分布曲線を措

いてみたのが第4図である・これをみるとB群はA

群と殆んど一致するパターンを示し　横川吸虫の感染

によって皮内反応の出方にほとんど影響がないことを

示Lている．C群では反応の強い側にピークをもつ特

有な正規型の分布を示し　明らかに肺吸虫羅患者には

VBS抗原が特異的に反応することが窺われる・

耳）カニ食用の習慣ならびに調理法の調査

3町村の小中学生の高学年を対象として1o73家族に

アンケート用紙を配りモクズガニ食用の有無，頻度お

よび調理3法などについて調査Lた・

先ず食用の有無をみると西土佐村では853家族中

8o．9％，十和村では139家族中87・8％，大正町では371

家族中70．4％と住民の大部分がカニの食用経験をもっ

ている・また食用頻度は年に10回以上食べる者もあり

平埼すると4～6回のものが最も多い・調理法につい

てみると茹て食べる（54．1％）が最も多く，ガニ汁

（26．8先－），ガニみそ（1336鬼‘），その他ガニとうふな

ど感染の危険率が高いと思われる調理法による食用頻

度も比較的高い．更に同じ幡多郡でも各町村によって

調理法の好みに相違がみられる・例えば西土佐村では

ガニ汁（37．4％）が好まれ中には酒の肴に生食する習

慣も皆無ではない．一方，大正町ではガニみそ（25・1

％）が最も多い．この他食用以外にも犬，猫などの家

畜の餌とLても利用されている・

I）－al－1o吊・。f、、】】oau　　　　　　　　　　　　　（nlnl）

Fig．4　COmparis0n of frequency distribution0f skin reaction obtained

fr0m three gr0up5　0finhabitants with metagonimus0Va，

abnormalX・ray finding andlOOth negative．
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高知県幡多郡における師睨虫感染の賃態

総　括

高知県幡多君臣こ於ける師吸虫症の疫学的調査として

当地域の小，中，高校生および一部の一般成人につい

て皮内反応を行い，その感染の有無をスクリーニング

すると共に糞便検査およびⅩ線間接撮影による異常所

見の出現状況を検討した・更に肺吸虫第2中間宿主で

あるモクズガニに寄生するメ3ターセルカリアの感染状況

および地域住民の巧二食用習慣についても調査を指→

た．

小中学生を対象に幡多都全域に亘つて実施Lた皮内

反応の成績をみると一般に極めて高い陽性率がみられ

る．殊に西土佐村が最も高い陽性率（12．2％）を示L

たが，更に細かく地区別にみると，いずれの町村にも

夫々陽性率の高低がみられ本砧の感染は常住地により

大きな差異のある蕃が認められた・又，一般住民を

対象とLた4讃33苗iこついての成揖では学童に比して極

めて高くその平均陽性群率は26．7％であった・殊に本

村部落では陽性率27．6％，擬陽性を含めると33．8％

の高率を示Lた・一方，居住地を河川流域別にわけ

て皮内反応の成績をみると河川上流地域での浸窪が濃

厚である傾向が窺える・ニの憤向はその流域で採集さ

れたモクズガニに寄生するメタセルカリアり感染率と

も時々一致する事が示された．更に支流に於ては谷深

い山村集落にその浸捏が高く，殊に吉野川，思尊川

の上流域住民に高い陽性率が観察された・また吉野川

は愛媛県でも本症の流行地とされている松野町を経て

流れ込んでいる事からも淀経度の特に高い理由が推測

される・この様に各河川に於けるモクズガニの本吸

虫メタセルカリア寄生率と本症感染とは密接な関連が

認められ，地域住民が高度なメタセルカリア感染のモ

クズガニを屡々食用に供L，あるいは小中学生のカニ

への接触の機会が多い事などが本症感染経路の考察に

多くの示唆を与えていると思われる．

次に年代別に反応湯性率の推移をみると若年令層か

ら高年令層に従ってその率は上昇する傾向がみられ，

一般に居住年歴が古い程場性反応を墨するものが増加

している．この関係を部落別にみると年令推移のパタ

ーンが集団により異なっている事が窺われる．一方，

性別で比較してみるといずれの年令層に於いても男性

の陽性率が女性のそれを上回っているが殆んど有意の

差は認められない・これらの関係3は反応の強さに於て

も全く同じ傾向が示され，感染の頻度と反応の強さと

は密接な関連がある様に思われる・

この様に皮内反応の成績で克た当地域に於ける肺吸

195
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虫の浸淫状況は本邦各地に於ける流行地の姿と殆んど

変らないと思われる．

軌　過去に於ける本地域の浸控状況については坂本

（1957）が小，中学生1，011名について皮内反応を行

い65名（6．4％）に陽性を報告し　大倉ら（1964）は

1，613名の小中学生を対象に同様の反応を行い78名

r438鬼′）に陽性を認めてし、る．　二れに対L今回の調

ナ主では小小学生1，831名のうち188名（1o．3鬼ノ）に陽性

を認め，坂本らの調在から12年の歳月が経た今日でも

全く減少がみられず，むLろ高くなっている．勿論

これらの成績を同一に比較できないが，少なくとも本

地域に於ける肺観虫感染の浸捏度は殆んど変っていな

いものと考えられる・更に四万十川の各流域に於け

るモクオガニのメタセルカリフ寄生率についても三浦

（′1952）によれば江〃＝崎附近の流域で10o％寄生を報

告Lて居り，これに比べると今回調査Lた成績は5633

′％と可成り低い結果となっている．

一一方，糞便検査では全被検者を対象に1，726名につ

いて検査したが，肺吸虫卵を証明できたものは僅かに

7名（／o34鳥′）であった・ニれは検便を実施Lた皮内

反応陽性者の1．9．軌こすぎない．　本地域では過去に徹

底Lた集団治療を行った実績はなく極めて理解し難い

結果が得られた・これに就ては更に今後十分な検討が

必要と思われる．二の他に検便成績で注目された事は

横川吸虫感染の浸控が極めて掛享に認められた事であ

り，本地域住民の22．5％にその虫卵保有者が証明され

た．ニの様な横川吸虫感染の蔓延の背景には四万十川

の清流で豊富に取れるアユがモクズガニ以上に高頻度

に好食されている事を裏付けている．尚，横川吸虫の

濃厚な浸淫地でのVBS肺吸虫抗原による類属反応に

就ても検討を加えたが，二の両者には殆んど密接な関

係は認められない．その他の寄生虫感染は極めて少な

く，これは山に囲まれた僻地の当地域では専業農業が

少なく林業に従事する者が多い事からも当然と考えら

れる．

X線撮影による異常所見の出現頻度をみると757名

中109名（14・4先′）に所見が認められ，この中肺吸虫

症と診足されたものが73名（9．6％）であった・これ

らの有所見率は学童に比べ一般成人に著Lく高く，ま

た反応陽性老に高率にその出現が認められる．更に有

所見者の皮内反応の強さについて度数分布曲線を措い

て観察すると反応の強い側にpeakを持つ特有な一

峰性の正規型分布を示し　本反応は特異的に肺吸虫感



摘要

著者は高知県幡多郡の一般住民を対象として肺吸虫

症蔓延の実態を調査し高い浸淫のあることを知った.

得られた成績を要約すると次の通りである.

1)小中高生徒,一般成人合計2,349名に肺吸虫抗

原を用いて皮内反応を行い312名(13.3%)にVBS

陽性反応が得られ,凝陽性を入れるとその率は20.5%

である.

2)反応陽性率及びその強さは年令と共に上昇する

が,地域的にみると西土佐村で最も高く,特に河川の

上流にある山間の部落に高率である.

3)糞便検査の結果,皮内反応陽性群の中から7名

に肺吸虫卵が発見されたが,それは皮内反応陽性者の

1.9%にあたり検出率は極めて低率であることが注目

される.

4)被検者の22.5%に横川吸虫卵が認められたが,

その寄生は皮内反応には影響ないと思われる.

5)757名に胸部X線撮影を行い,73名(9.6%)に

肺吸虫症と診定される異常所見が認められたが,皮内

反応陽性者殊に成人層にその率が高い.

6)河川のモクズガニを調べ10.3%から83.3%にメ

タセルカリアの寄生を認め,住民の間には広く｢カ

ニ｣を食べる習慣が認められる.
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染を示す公算が大きい．従って今回の調査により肺吸

虫卵を証明L得たものは極めて少なかったが，各地域

住民にみられた本反応の高い陽性率や本症を疑わせる

X線有所見者の多い事，更には濃厚なメタセルカリア

助　　他

感染のモクズガこが今尚多くの住民によって食用に供

されている実状などから本症の苺延が依然として広く

持続されている事は間違いない事と思われる・

稿を終るに臨み，本調査に終始御協力頂いた高知県中村保健所長浜田有敬氏並びに高知県西南病院

長神田正一氏に厚く感謝します・
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